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※資料の転載・引用はご遠慮ください。

全国のできごと 周辺のできごと 周辺の遺跡・文化財

旧石器旧石器
・�氷河期、日本列島と大陸が陸続

き
・人の生活の痕跡が見られるようになる ・鷲

わし

羽
ゅうざん

山遺跡（倉敷市）

縄文縄文

・土器づくりが始まる

・氷河期が終わり、暖かくなる ・�県南部の海沿いで貝
かいづか

塚がつくられる
・里

さと

木
ぎ

貝塚（倉敷市）

・津
つ

雲
くも

貝塚（笠岡市）

弥生弥生

・米づくりが始まる

・金属器が伝わる

・卑
ひ み こ

弥呼が魏
ぎ

に使いを送る（239）

・足
あしもり

守川
がわ

流域で大規模な集落が営まれる

・�足守川流域、真
ま び

備地域で墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

がつくら
れる

・酒
さか

津
づ

貝塚（倉敷市）

・上
じょう

東
とう

遺跡（倉敷市）

・楯
たてつき

築墳丘墓（倉敷市）

・宮
みややま

山墳丘墓（総社市）

古墳古墳

・前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳がつくられはじめる

・倭
わ

の五
ご

王
おう

の時代

・仏教が伝わる（538）

・吉
き び

備で巨大前方後円墳がつくられる

・八幡山周辺で古墳群がつくられる

・造
つくり

山
やま

古墳（岡山市）

・作
つくり

山
やま

古墳（総社市）

・天
てん

狗
ぐ

山
やま

古墳（倉敷市）

・二
に ま

万大
おおつか

塚古墳（倉敷市）

奈良奈良

・平
へい

城
じょう

京
きょう

に都が移る（710）

・国
こくぶん

分寺
じ

建
こん

立
りゅう

の詔
みことのり

（741）

・東
とうだい

大寺
じ

の大仏完成（752）

・小
お だ

田川
がわ

沿いに古代山
さんようどう

陽道が整備される

・吉
きびの

備真
まき び

備が活躍する

・備
びっ

中
ちゅう

国
こくぶん

分寺
じ

跡（総社市）

・備
びっ

中
ちゅう

国
こくぶん

分尼
に じ

寺跡（総社市）

平安平安

・平
へいあん

安京
きょう

に都が移る（794）

・院
いんせい

政の開始（1086）

・源
げんぺい

平の争乱（1180 ～ 1185）

・酒津八幡神社創建（947）

・水
みずしま

島・藤
ふじ

戸
と

合戦（1184）

・安
あんよう

養寺
じ

裏
うらやま

山経
きょう

塚
づかぐん

群
�( 倉敷市）

鎌倉鎌倉
・�源
みなもとの

頼
よりとも

朝が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

になる
（1192）

・蒙
もう

古
こ

襲来（1274、1281）

・玉
たましま

島で亀
かめやまやき

山焼がつくられ始める

・一
いっぺん

遍上人が軽
かる

部
べ

宿
じゅく

を訪れる（1287） ・堂
どうおう

応寺
じ

宝
ほう

篋
きょう

印
いんとう

塔
�（倉敷市）

室町室町

・足
あしかがたかうじ

利尊氏が幕府を開く（1338）

・応
おうにん

仁の乱（1467 ～ 1477）

・本
ほんのう

能寺
じ

の変（1582）

・備
びっ

中
ちゅう

高
たかまつ

松城水攻め（1582）

・高梁川で高
たか

瀬
せ

舟
ぶね

を用いた水運が始まる
�(16 世紀末）

・梁
やな

場
ば

山
やま

城跡（倉敷市）

・青
あお

江
え

城跡（倉敷市）

・南
みなみ

山
やま

城跡（倉敷市）

江戸江戸

・徳
とくがわいえやす

川家康が幕府を開く（1603）

・大
たいせいほうかん

政奉還（1867）

・�船
ふな

穂
お

・玉島間で「高瀬通し」が開通する
�（17 世紀後半）

・�鉄
かん な

穴流しによる高梁川の水質汚染が問題

となる

・一の口水門（倉敷市）

・岡
おか

田
だ

藩
はん

陣
じん

屋
や

跡（倉敷市）

明治明治
～～
現代現代

・明
めい

治
じ

天
てんのう

皇即位（1868）

・第一次世界大戦始まる（1914）

・第二次世界大戦始まる（1939）

・�高梁川の河川改修工事が完了、現在の流

れになる（1925）

・�高梁川東
とうざいようすい

西用水取
しゅはいすい

配水施

設（倉敷市）

16,000 年前

2,800 年前

1,750 年前

1,200 年前

700 年前

150 年前

〈関連年表〉

1,300 年前

800 年前

400 年前

酒
津
遺
跡
の
時
期

　岡山県古代吉備文化財センターでは、高
たかはしがわ

梁川河川整備事業に伴い令和４年度

から酒津遺跡の発掘調査を行っています。

　酒津遺跡は、倉敷市街地の北西にある酒
さか

津
づ

八
はちまんやま

幡山の麓
ふもと

に位置します。かつて

の高梁川は、八幡山の北側で東西に分かれており、東高梁川と八幡山の間に本

遺跡が立地していました。しかし、明治時代になると高梁川下流域で氾
はんらん

濫が多

発したため、川の流れを１本にする改修工事が行われました。工事の結果、遺

跡の大部分が河川敷となり、現在に至ります。

　酒津遺跡は昭和 30 年に発見されて以来、川の底から多数の遺物が見つかる

ことで広く知られるようになりました。中でも、弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

末
まつ

の土器は「酒
さか

津
づ

式
しき

土器」と名付けられ、備
びっ

中
ちゅう

南部の同時期を代表する土器として学術的に

も有名です。しかし、これまで本格的な発掘調査はほとんど行われてこなかっ

たため、どのような遺跡なのかはまだ明らかになっていませんでした。

　昨年度からは笠
かさ

井
い

堰
ぜき

の南に位置する中州の北側を調査しており、これまでに

縄文時代から江戸時代にかけての遺構や遺物が見つかっています。

第１図　酒津遺跡と周辺の主な遺跡（1/50,000）（国土地理院電子地形図を加工）
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調査地

日 程：令和６年 12 月 14・15 日（土・日）主 催：岡山県古代吉備文化財センター

場 所：倉敷市酒津地先　酒津遺跡発掘調査現場

津
づ

遺跡現地説明会資料酒酒
さ か 令和６年度



１区
（Ｒ４調査）

２区
（Ｒ４調査）

４区

３区

６区

５区

７区

①古墳

②くぼ地

⑤溝

④井戸

③石器・剥片を含む土
(現在のところ）

土器溜まり
（弥生時代後期）

第２図　酒津遺跡の主な遺構（1/300）

①古
こ

墳
ふん

　　　　　　　　 　

時期：古墳時代中期

　１辺約 10 ｍの方形の周
しゅうこう

溝をもつ古墳で、

埋
まいそう

葬施
し

設
せつ

は板状の石を並べた箱
はこしきせっかん

式石棺です。棺

の北東側は失われていたものの、中から被
ひそうしゃ

葬者

の下半身を中心とする骨のほか、鉄製の大
た ち

刀、

鏃
やじり

、鎌
かま

などの副
ふくそうひん

葬品が見つかりました。

④井戸　　 

時期：鎌倉時代以降

　内側約 1.2 ｍ× 1 ｍ、深さ 1.6

ｍの方形の石組みの井戸です。上

部の石は、使われなくなった後に

土
は じ

師質の椀
わん

や皿とともに井戸の中

に投げ込まれていました。

箱式石棺（北西から撮影）

③石
せ っ き

器や剥
はくへん

片を含む土　　　　　 　　 

時期：縄文時代草
そうそう

創期
き

　　

　図の★の地点でサヌカイトとみられる剥
はくへん

片

（石器づくりの廃棄物）がまとまって出土しま

した。この土は現状で西に 15 ｍ程度広がって

いるようです。また周辺からは石
せきぞく

鏃や草創期に

特徴的な板
いた

状
じょう

有
ゆうこう

溝砥
と

石
いし

も見つかっています。

板状有溝砥石

②くぼ地　　　　　　　　　 　

時期：古墳時代後期

　広い範囲が緩やかにくぼんでおり、炭を含ん

だ土が溜まっていました。東側では小さな河原

石とともに製
せいえん

塩土器、須
す え き

恵器、羽
は

口
ぐち

、土
ど

錘
すい

、焼
しょう

土
ど

、ガラス玉
だま

、鉄器、鉄
てっさい

滓、スッポンの骨と

いった多様な遺物が見つかり、この付近で鍛
か じ

冶

や製
せいえん

塩作業が行われた可能性が考えられます。

⑤溝　　　　　　　　　　 　

時期：奈良時代

　３区から１区にかけて延びており、幅約７

ｍ、深さ約２ｍ、長さ 40 ｍ以上になります。

溝の中からは、土
は じ き

師器、須恵器、瓦などが見

つかりました。

（北から撮影）

（南西から撮影）

（南西から撮影）

石鏃


